
秋田県衛生科学研究所報 No.24. 71~75 (1980) 

腸チフス集団発生に伴う感染源調査成績並
びにパラチフス B菌の汚染源に関する予備
的調査成績について

ー河川と下水からの腸チフス菌
とパラチフス B菌の検出一

斎藤志保子＊

佐々木光穂＊

熊谷宮士雄＊＊

I はじめに II 調査方法

山脇徳美＊

森田盛 人 沖

後藤良ー＊

石川 秀＊＊

昭和54年 7月から 8月にかけて，秋田市内でファージ

堕D2の腸チフスか小流行し， 7名の患者が発牛した．

しかし，この感染源は，多くの疫学調査や保菌検査にも

かかわらず，発見されなかった．このことから県では，

患者発生地域を中心に，市内のほぼ全域にわたる範囲に

拡大して調査することにした．すなわち，市内を流れる

4部市河川と下水処哩場から感染源を逆探知していく「

腸チフス感染源調査」を特別対策事業として実施した．

本報では，この調査成績と，同時に検出されたパラチフ

スB菌について行なった感染源淵青成績について報古す

Cl• 

A)調占対象地点，検体数および調杏期間

図 1に示す30地点の河川水および下水終末処理場汚水

の510検体を表 1に示す如く，昭和54年10月から55年 2月

にかけて採取した．

B)検体の採取方法

検体採取は，腸チフス中央調査委員会の I下水からの

チフス菌検査法」1)に準じてタンポンを凋西地点に 5日1:¥1

留置した．回収後 しぼり出した河川水と下水並びにタ

ンポンの両者を検体とした．

C) 検杏方法

増菌培J也は図 2の変法セレナイト培地2)を用いた． 分
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図 l-1．腸チフス感染対策検体採取地点

＊秋田県衛生科学研究所 ＊＊秋田県環境保健部

図 1-2．パラチフス B菌汚染源調査検体採取地点
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表 1． 調査月日，対象地点数及び採取検体数 表 2.

検査
調査対象

I 
成

渦歪別
傷実号 I i年月 日

地点番号 備考

と地点数
績

(a) (1) I 54.10.16 

腸疫
本 II FF 10.31 

チ学 No.1~ 6 
フ調 皿 I, 1 1. 6 198 表 2
ス査 調 の 6ケ所
集 IV グ 11.27
団

査
発 V II 12. 4 

生
畠に VI 5 4. 1 2, 1 1 No. 1. 4, 7 

伴 跡
VJI i,, 12.18 

~ 9の 5 112 表 3
う 冒 ケ所

:』 靡 No. 1, 7,10 但虞場No. 1 
の末 処

跡 珊 55.1.16 ~12の 5 64 表 6理は a

冒 ' 
ケ所 f----2の補

フの 完諜査

目贔<IX S5 1 29 
No.12~30 

X " 2.12 136 表 7

塁
の19ケ所

XI II 2.26 

35ケ所） 祝：r

A ロ 計 実地，点 L5 10 30ケ所

下水•河川

I 
クンポン

(5 HI且l浸漬）

I 
し1まり出し

下水，河川水 タンポン

I I 
60ml ，、サミで細く切る

I Iたたし、 Ifあたり＼ I 
変法セレナイト培地 の培地成分を0打の 変出・セレナイト培地

(140●1) '!謀詠9噴潔したものI (200 cl) 
I. I 

37℃ 24hr 37 ℃ 24hr 

37°; 48hrミ::::,,,/-37↓48hr

分離培焚
SS寒天(2枚）

137℃ 24hr 
変法セレナイト培地成分

疑わしいコロニー鉤菌

I 
確認培被

I 
血消学的検査

I 
ファージ型別

図 2. 腸チフス菌検出方法
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4河川及び終末処理場からの腸チフス菌等の検出成績

応`  菌名

腸チ パラ l1他の

フス チフ サル I 備 考

検査年月日

ス モ不

菌 B菌 ラ 菌

- | + 

秋田市終 l —i 

！ 
I i 11. 61 - ＋＊ ＋ ＊ファー

ジ型 1
末処理場 11.27 ＋＊ + * II 

12 4 ＋＊ + I* ” 

S. 54 10 16'- I - I + 

10.31 ＋ 

21草生律川 I 11. 6 ＋＊ ＋ ＊ファー
ジ型 1

11 27 ＋＊ + *”  

12 4, -

合流It]函~
10 16l -

10.31' 

3 11 61 - I - I + 

11 271 - I - I + 

12. 41 - I - I + 

S.5410.16 l - I + 

1 0 3 ] ＋＊ ＊ファー
ジ型3a 

4 !旭 /II 11 6 ＋＊ ・・'- *” 

二
＊＊ファー

11.27 ＋＊ ＋ 不ジ能型型別

12. 4 ＋＊ ＋ * 3 a 

s. 54 1 (I j6 

10げ］i -

51太平川 I 11. 6 

11.27 

l 2 4’ 

S. 54.1U.J6,一

10.31, -

61猿 田 川 11 61 - I - I + 

11 27, 一

12. 1 -

離培地には SS寒天培地，また確認培地にはTSI寒天

焙地， SIM培地，およびその他のサルモネラ菌確膠用

培地を用いた．培社方法は図 2応7j＼す如く行なった．
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m 調査成績 従って，本調査で発見されたパラチフス B菌の感染源は

2ケ所と推定された．

A.腸チフス集団発生に伴う腸チフス感染源に関する (3)腸チフス菌とパラチフス B菌を除く他のサルモネラ

調査成績 菌は表 2に示す如く太平JIIのNo.5地点を除くすべての個

(1)昭和54年10月から12月にかけて， No.1~No. 6の地点 所から高率に検出され，また，表 4に示す如く，当所が

を5回，計 198検体について腸チフス菌等の検査を実施 実施した「サルモネラ菌の環境汚染実態調査」の研究成

した結果，表 2に示す如き成績が得られた．すなわち， 績も加算すると，昭和54年 7月～55年 2月までの被検検

第w回目に旭川のNo.4地点から腸チフス菌が検出された． 体579件からのサルモネラ菌の検出陽性検数は196件，33.9

しかし，この菌株のファージ型は集団発生を起したD2 ％に達し，またその菌型域もかなり広範囲にわたってお

型ではなく，型別不能株てあったことから，集団発生の り，秋山市内におけるサJレモネラ菌の侵襲汚染はかなり

感染源に由来するものではないと推定された．また，こ 高度冗進捗し，今後本菌による感染症対策および食品衛

のファージ型の腸チフス菌は第 5回目の採取検体からに 生対策の緊要性が示されたものと考えられた．

全く検出されず，しかも旭川系について行なったその後 表 4 昭和54年度，腸チフス，バラチフス B菌を含む

の追跡調査（表 3)でも陰性てあったことから，第w回 サルモネラ菌属の検出状況

目の陽性は一次的な汚染によるもので，旭川系に汚水を

排出する居住民によるものではないと考えられた．

表 3. 旭川及び終末処理場からの腸チフス菌等の検出成

績

1` 麟菌＼名、

腸チフ ラチ他のサ

フ菌スBIレモネ 備 考
ス菌 ラ菌

S. 54. 12. 11 ＊＊ファージ型， Vi-
I 

S. 54. 12. 18 ＋ ＊ ＊ ＋＊＊＊ ＋ ＊＊＊ファージ型， 1

S. 54. 12. 11 ＋＊ ＋ ＊ファージ型， 3a
4 

S. 54. 12. 18 ＋＊ ＋ ＊ II 

S. 54. 12. 11 ＋＊ ＋ ＊ II 

7 I 
S. 54. 12. 18 +*'- ＊ 99 

S. 54. 12. 11 +* I― ＊ /9 

8 . - - - -- -

S. 54. 12. 18 !-'" ＊ 99 

s. 54.12.11 +* ＋ ＊ 
’’ ， 

S. 54. 12. 18 ＋＊ ＋ ＊ II 

一方， No.1の下水終末処理場からは，追跡調査時（表

3)の12月18日に採取した検体からファージ型別Viーの

開チフス菌が検出された．

このように本調査ては比団発／「を起した D2型の腸チ

フス菌はいずれからも検出されす，感染源は本調査の対

象外に存在するものと考えられた．

(2)パラチフス B菌は表 2のなn<.No.1. No.2, No.4 

のいずれからもかなり高頻度に検出され，前 2者から検

出された菌株はファージ型1. No. 4からの菌株はファー

ジ型 3aであった．また， No、2はN0.1の終末処理場放流口

の直後にあり，ファージ型が同ーであることからNo.2のパ

ラチフス B菌はNo.1の放流水に由来するものと考えられ，

検体 調査期間 検査件数 検出腸性数（％） 検出株数

下水 S. 54 S. 55 件
83 件(40.5) 

し尿 7 / 10~2 I 26 2 0 5 11 4 

河川水
S. 54 s. 55 

3 7 4 1 1 3 (3 0.2) 1 6 8 10/ l&-2 / 26 
-- -•一

5 7 9, 1 9 6 (3 3 9) 282 

B. パラチフス B菌の汚染源追跡に関する予備的調査

成績

上述の表 2および表 3に示す如く，終末処理場，草生

津川，および旭川からパラチフス B菌が検出されたこと

から，昭和55年 1月～ 2月，後者の旭川系についてパラ

チフス B菌汚染源の追跡調査を予備的に試みた．

ょ丁，パラチフス B菌の流入1固所を概略みるためにNo.

7, 10, 11. 12の 4地点を没定して検査した．その結果，

No. 7と12からのみ検出され，その上流は陰性であったこと

から， 1九入個所はNo.12とNo.11の間区位置するものと推定

こ＇りに．

次いで， No.12と11の区間に注ぐ下水溝の位置を精査し，

図 1-2の如く検体採取地点を設定して検査した結果，

2月12日No.25のA団地下水排出口およびその排水の流入

する川端 (No.26)から採取した検体からNo.4, 7, 8, 9,12の

旭/II菜から検出された菌と同じファージ菌 (3a型）の

パラチフスB菌が検出され，更｛こ 2辿閏後の 2月26日の

検杏てし陽性（同ファーシ間）とばった．このことから

本下水溝に下水を排泄していろ居住民u_)中に汚染源が存

在することが示唆された．

IV 考察

腸チフスの流行は，保菌者を起点として，起こるのが

一般的であり，腸チフスの防疫対策の重点は平常時にお
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表5. 昭和54年度，腸チフス菌，パラチフス B菌を含む

サルモネラ菌属の検出菌型と検出株数

表 7. 旭川からのパラチフス B菌の検出成績

下水， し尿 河 JII 

0群 菌種名 貫巖 0群 菌種名 麟
B S.typhimurium 29 B S.paratyphi-B 75 

B S.paratyphi-B 23 B .typhimurium 23 

B S.cairo 4 B ヘ::,.caI・ro 7 

B た:,.1・ava 2 B .bredeney 1 

B 3.trachau 1 B S.agona 1 

B S.agona 1 B S.java 1 

B S.heidel berg 1 B S.he1de!berg 1 

B B,G,- 2 B B,d, - 2 

Cl S.bareilly 8 B B,G,- 3 

C1 S.infantis 3 Cl S.bareilly 1 5 

Cl S.l i vingstone 2 Cl 3.braenderup 1 1 

Cl S.ohio 2 Cl ベinfantis 1 0 

Cl S. thompson 2 C ] 3.thompson 1 

Cl S.m1ssion 2 C2 S.nowport 2 

Cl S.braenderup 1 Dl S.panama 5 

Cl s. <apuana 1 Dl S.typh1 l 

C2 S. ovis- 8 El S.give 4 morbificans 
C2 S.manhattan 3 El S.orion 1 

C2 S.l1tchfield 1 E4 S.senften berg 3 

C2 型別不能 1 G S.okat1e 1 

Dl S.panama l 2 

Dl S.typhi 1 

El S.anatum I 

E4 S.krefeld 2 

E4 S.liverpool 1 
-

114 168 

;& 6. 胆川及び終末処理場からのパラチフス B菌^ふ0)

検出成紬

菌名
腸チフパラチ他のサ

フスBルモネl備 考
ス菌菌 ラ菌

1 I s. 55. 1. 16, -- 十＊ -1- I＊ファージ型， 1

7
 

十＊ + I* " 3 a 

｀：菌＼

パラチフ 他のサル
備 考

スB歯 モネラ菌

12 S. 55. 1. 29 +* ＊ファージ型， 3a 

13 S. 55. 1. 29 

S. 55. 1. 29 ＋ 
14 

S. 55. 2. 12 

15 s. 55. 2.12 
l -

16 S. 55. 1. 29 ＋ 

17 S. 55 2. 12 
--・・-・・  

18 S. 55. 2. 12 

19 S. 55. 2. ]2 
,..- ~~ヽ一 •-

20 s. 55. 2. 12 

21 S. 55. 2. 12 
」

S. 55. 1. 29 
22 ← •一— , .  

し

S. 55 2. 12 

23 S. 55. 1. 29 
,.. 

＇ 
S. 55.2 12 

24 
s. 55.2. 26 

l 

S. 55 2. 12 I-* ＊フ）＇ージl\~. 3 a 
25 

S. 55. 2. 26 ＋＊ ＊ II 

+- l 

26 S. 55 2. 26 -1-* ＊ II 

S. 55. 1. 29 ＋＊ ＊ II 

- ,.  
'―  

27 S. 55. 2. 12 I* ＊ ん’

s. 55.2 26 ＋＊ ＊ 
‘’ 

し

28 S. 55. 1. 29 

29 S. 55. 1. 29 ＋ 
l --- - -- --

30 S. 55. 1. 29 -I― 

10 

11 

12 

” 

II 十＊ I+ I* II 3a 

ける水続排伯者（保歯者）の完全な把眠と発生時におけ

る流行の早期認知，感染経路・感染源の確認に必要な疫

学調査の実施にあるといわれている 3)・環境からチフス

菌か分離された場合には，潜什患者や保菌者の存在が示

唆され，ファージ型を指標に河川や下水を逆行して汚染

源訓行を行なって，保菌者や感染讐んこ辿りついたことか

これまでいくつか報告されている ・

今Inlの我々の河川および下水の検査では，めざすD2

型の脳チフス菌は検出されず，また， この調宜時に検出

された型別不能およびViーの腸チフス菌も一時的にしか検

出されなかったため．砥染源を追求することはできなか
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った．しかし，腸チフスの流行の防止には保菌者の把握

が最も重要であり，今後も環境内におけるチフス菌の汚

染に注目していくべきであろう．

パラチフス B菌においては，今回の調査時に非常に高

率に，継続して検出されたため，感染源の追跡は容易で

あった．歯が継続して排菌されていれば，今回の渦杏の

ように，河川や下水溝等を検査することにより感染洒を

逆探知していく方法は感染諒をつきとめるのに有効と思

われた．

V ま と め

本報においては，腸チフスの集団発生にi'I'・って行ばっ

た河川水と卜水からの腸チフス菌笛検査結果，およひこ

の凋壼時に高率に検出されたパラチフス B菌の感染源に

関する予備的調査成組について報吉した．要約すねば，

今回の謁杏では，集甘l発生を起こした菌と同ファーン塑

の腸チフス廂は検出されず，感染椋を発見することはて

きなかった．パラチフス B菌は，対象1可Illを逆日して，

感染諒を追跡調査した結果，その感染囮をははつきとめ、

ることかてきた， ということである．

最後に検体採取にこ協力下さいました秋田市下水終末

処迎湯腸チフス菌，およひパラチフス B菌のファーシ型

別をしていたたきました，困立予研の腸チフス中央調査

委員会，腸内細菌ファージ型別センターの中村明子先生

に深謝します．
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